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8月中旬は暑かった

2007年8月12日14時

30℃～

25～30℃

20～25℃

道内では4日連続35℃
以上の猛暑日

札幌でも34℃を記録

統計開始以来第1位の
最高気温が続出
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暑かった３つのポイント

太平洋高気圧にすっぽり
覆われた

南から暖かく湿った空気
が供給され続けた

地上天気図8月12日12時 上空約1500mの空気の流れ

暖かく湿った空気乾いた高温の空気

海

25℃30℃
標高1000mの山

20℃
雲を発生させ、標高が
100m高くなると0.5℃低下

標高が100m低くな
ると1℃上昇

日高山脈、手稲山系、
大雪山等の影響で
フェーン現象発生
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そうだ　こんなに暑い日は、山に行こう！

きっと涼しいに違いない

気温は何度なんだろう？

天気はどうなんだろう？

どんな花が咲いているのかな

注意することは？

こんな疑問を解決するためにITSの技術が使われるべき

私達は、まず、できることから始めるということで

携帯電話での山岳気象情報サービスの充実を企画しました

現地の様子はどんなだろう？
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はじめに

北海道新聞
　2007年7月
10日（火）

一面に掲載

山岳気象情報の提供

登山者の利用

ドライブ観光でも有用

日本で初めて、山岳ガイドと協
力して行った携帯電話による北
海道の山岳気象情報提供につ
いて紹介する。
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背景

これまでも、携帯電話により、山岳気象情報
は提供してきたが、刻々と更新される気象情
報に対応する現地の情報が欠けていた。

山岳ガイドによる現地情報のコメントは、固定
的な情報ではなく、その時々の見所や注意点
など生きた情報を得られるメリットを有する。
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連携した北海道山岳ガイド協会について

北海道山岳ガイド協会に登録している山岳
ガイドの方を中心に33名のガイドの方から
現地情報をいただく

(社)日本山岳ガイド協会公認団体 会員数 64名

本会は、登山・山岳ガイドを業とするものにより構成され、
登山のための正しい技術と知識の向上に努め、その業として
の社会的地位向上を図る。日本山岳ガイド協会を構成する一
団体として全国の山岳ガイド団体と連携し環境保全・自然保
護・山岳遭難事故防止を推進し、登山文化に寄与する。あわ
せて会員相互の活動の連携を図り北海道のサービス産業とし
て確固たる地位を築き、その発展に努めることを目的とする。

（北海道山岳ガイド協会HPより）
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現地情報をいただいているガイドの皆様

【情報提供ガイド一覧（敬称略）】

樋口和生(ＮＰＯ法人北海道山岳活動サポート)、柳田和美(山岳ネイチャー
ガイドセンター)、高山典久(山岳ガイド「高山」)、西川泰行(北海道山岳ガイ
ド協会)、今泉永ニ(アミューズトラベル（株）)、佐藤範育(デナリ・プロジェクト)、
小早川達也(大雪山トレッキングデスク)、佐藤佑(ノマド)、奈良亘(ノマド)、
中川愛(ノマド)、辻野治子(ノースランド)、目黒義重(ＮＰＯ法人どんころ野
外学校)、小田克大(ノマド)、鳥羽晃一(ＮＰＯ法人ねおす)、菊池泰子(ノマ
ド)、西邨裕樹(ＮＰＯ法人北海道山岳活動サポート)、落合康子(ＮＰＯ法人
北海道山岳活動サポート)、池田しのぶ(北海道山岳ガイド協会)、伊藤稔(北
海道山岳ガイド協会)、佐々木大輔(ノマド)、工藤寛(えるむ山遊舎)、塚原
聡(北海道バックカントリーガイズ)、濱田耕二 (りんゆう観光)、宮下岳夫(ノ
マド)、渡辺敏哉(利尻自然ガイドサービス)、河田充( NPO法人ひがし大雪自
然ガイドセンター )、阿波徹(アルパインサポートシステム)、池永甦次(北海道
山岳ガイド協会)、立本明広(ガイドオフィス 「ノルテ」)、越後谷彰、阿部夕香
(札幌山岳ガイドセンター)、大橋政樹(マウンテック大橋)、佐藤文彦((有)
風の便り工房)
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情報提供している道内の26山域

【情報提供山岳一覧（北海道）】

利尻山、羅臼岳、斜里岳、阿寒岳、天塩岳、ﾆｾｶｳｼｭｯ
ﾍﾟ山、大雪山、石狩岳、ﾄﾑﾗｳｼ山、ｵﾌﾟﾀｹｼﾃ山、十勝岳、
ﾆﾍﾟｿﾂ山、幌尻岳、ｶﾑｲｴｸｳﾁｶｳｼ山、ﾍﾟﾃｶﾞﾘ岳、神威
岳、芦別岳、夕張岳、 署寒別岳、余市岳、樽前山、後
志羊蹄山、ﾆｾｺｱﾝﾇﾌﾟﾘ、狩場山、駒ケ岳、大千軒岳
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携帯電話による山岳気象情報提供

メインメニュー

登山ハイキング天気

百名山を中心として、
道内は26山域の情報
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携帯電話による山岳気象情報提供その２

登山ハイキング天気

山岳選択

ポイント予測

週間予測



11

携帯電話による山岳気象情報提供その３

6時間先までのメッシュ
雨量予測情報

メッシュ気温
情報

山の情報
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携帯電話による山岳気象情報提供その４

実況、予想
天気図

台風情報

アメダス情報

衛星画像
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携帯電話による山岳気象情報提供その５

山岳ガイドさんからの山岳レポート例

プロの目から見た
見所、安全情報と

現地の写真
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携帯電話による山岳気象情報提供その６

山岳ガイドさんからの山岳レポート例
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携帯情報を核とした地域気象情報提供モデル

i-modeなど携帯情報
観光協会などweb
カーナビ
など

気象協会北海道支社地域
・山岳ガイド
・山岳レンジャー
・観光協会
・ホテル・旅館
・農業、漁業、林業など
第1次産業の担い手

北海道民
道外観光客
海外観光客

提携新聞社
提携放送局

現地情報

地域に特化した気象情報

報道発信

情報の流れ

経済的メリット及び宣伝効果

天気予報
現地情報

地域・気象情報

地域・気象情報
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地域気象情報提供モデルの５つのメリット

地域からの発信力の向上

地域の経済的なメリット

観光客の満足度の向上

メディアの有力な情報源

気象予測情報の精度向上
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地域気象情報モデルの想定例

大雪山で、登山道補修などを行う若者からの
情報提供（気象・積雪・現地情報）

現地情報、気象予測精度向上など先の５つのメリット
のほかに

・山岳地域で働く若者の金銭的なメリットも含めた社会
的地位向上

・社会貢献を意識することによる作業への動機付け

・結果的に山岳地域の整備が進み・安全登山・観光や
環境保全へのメリットが生まれる
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地域気象情報モデルの一例（観光客満足度の向上）

例えば、従来であれば、シバザクラを見に
行った観光客が雪で寒かっただけ。

そこに気象情報を付加すると、その時期と
しては珍しい気象状況の中、シバザクラを
見ることができたと認識する。
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携帯、Web、メディアによる地域情報提供の例

携帯情報

出かけるまで 出かけてから

Web

メディア
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まとめ

北海道に本拠地を置く気象情報提供会社と
して、ITツール、ITS技術を応用した気象情報
提供により地域づくりに貢献したい。

山岳ガイドの方など、引き続き地域で活動し
ている方と協力して、北海道の地域づくりに
必要な情報提供を行いたい。


